
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

～りんご組の思い出～ 

りんご組 

 一年間、食事、着脱、排泄など生活面の自立に向けて育んできました。最初は保育者に「やっ

て」「てつだって」と甘えていましたが、日々の生活で経験を重ねるごとに、出来る実感と喜び

が姿に現れ、「じぶんでやる」と、自分でやり遂げようとする姿が見られます。出来る事が増え

てくると自信がついて、小さいクラスの友だちに「てつだってあげようか？」「こうするんだ

よ」など声をかけています。そんな姿を見ると一段と大きくなったなと成長を感じます。 

今、[みかん組になる]という自覚が一層芽生え、進級する事を楽しみにしています！！残り一か

月、新しい生活に戸惑わないように、生活リズムを整えて過ごして行きたいと思います。 

そして、この一年子どもたちの成長を、保護者の皆様と共にそばで見守れたことが、嬉しく思い

ます。一年間ご協力を頂きありがとうございました。 

りんご組スタッフ一同 

【3月のねらい】 

りんご組：経験したことを友だち同士でやり取りしながら遊ぼうとする。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いちご組 

4 月に入園・進級し、新しい環境に慣れるまでは、お母さんと離れる際 泣いてしまうことも

ありましたね。担当保育者と過ごし生活に見通しを持てるようになると落ち着いて安心した表情

を見せてくれるようになりました。最初は一人遊びを楽しんでいましたが、今ではままごとで

「みんなごはんできたよ」と、ごっこ遊びをしたり、戸外では「のせて」「いいよ」と電車ご

っこをしたりと、友だちと笑い合って一緒に遊べるようになりました。時には友だちと気持ちが

ぶつかり合う事もありましたが、その都度保育者が仲立ちをして「かして」「いいよ」「ありが

とう」「ごめんね」といった言葉や仕草で伝えられるよう、繰り返し関わってきました。この一

年で出来る事が増え[じぶんでやってみる]という姿が見られてきました。これからも、子ども達

が[自分でやりたい]の気持ちを大切にしていきたいです。一人ひとりの個性ある豊かな成長をそ

ばで見守る事が出来、本当に嬉しく思います。一年間、ご協力をいただき ありがとうございま

した。 

いちご組 スタッフ一同 

 

～いちご組の思い出～ 

【3月のねらい】 

いちご組：指先遊びをじっくりと楽しむ 

  



 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～さくらんぼ組の思い出～ 

さくらんぼ組 

 

お母さんから離れ園での生活を始めて 1年。担当保育者が側で見守る中、毎日安心して過ごせ

るようになりました。活発に動けるようにもなり、マットの山やウッドマウンテンによじ登った

り、トンネルをくぐったりと一生懸命身体を使って遊ぶ姿に感動の連続です。また音楽に合わせ

て自由に手足を動かし表現する姿も見られるようになりました。好きな玩具で遊ぶ中で「どう

ぞ」「ありがとう」のやりとりを楽しんだりコイン落としなどの指先遊びに夢中になる姿など、

たくさんの成長を感じる事ができ本当に嬉しく思っています。0歳という成長の著しい大事な時

期を一緒に過ごすことで子どもたちの育ちから私たちもたくさん学ぶことがありました。これか

らもどのように成長していくか楽しみにしています。一年間、ご協力をいただき ありがとうご

ざいました。 

さくらんぼ組 スタッフ一同 

 

 

 

 

 

【3月のねらい】 

さくらんぼ組：立つ座る動作の遊びで股関節や膝関節を曲げることを楽しむ 

  

こんなに 

大きくなりました！ 


